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議会だより
Gikaidayori Kamashi

P2～P3……令和7年度当初予算
P11～……………いっぱん質問

かましかましかましかまし

※嘉麻市議会だよりは高齢者や視覚の弱い方にも配慮したユニバーサルデザインフォント(UDフォント)を使用しています

ドイツからの里山体験
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国民健康保険特別会計
46億7,692万円
（前年度比 3,135万円増）

令和7年度６会

依存財源
77.7％

【歳入】
依存財源（他に頼った収入）

222億8,871万円　77.8％
自主財源（本市独自の収入）

63億6,483万円　22.2％

【歳出】
義務的経費（人件費など最低限必要な経費）

151億9,505万円　53.0％
投資的経費（事業費など投資する経費）

26億4,197万円         9.2％
その他経費（施設の維持管理などの経費）

108億1,651万円　37.8％

一般会計
286億5,354万円
（前年度比6億4,004万円増）

自主財源
22.3％

議会費
1億8,369万円

0.6%
その他

1億3,298万円
0.5%

公債費
29億3,136万円

10.2%

総務費
30億7,949万円

10.8% 教育費
39億365万円

13.6%

民生費
126億2,265万円

44.1%

商工費
2億9,250万円

1.0%

消防費
12億656万円

4.2%
土木費

13億1,791万円
4.6%

農林水産業費
13億8,596万円

4.8%

衛生費
15億9,676万円

5.6%

その他
10億9,591万円

3.8%

市税
28億5,530万円

10.0%

その他
12億4302万円

4.3%

市債
19億7,730万円

6.9%

国・県補助等
84億2,758万円

29.4%

地方交付税
106億4,080万円

37.1%

繰入金
18億2,008万円

6.4%

負担金・手数料等
5億9,353万円

2.1%
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一般会計 △6億6,449万円
総　額 309億4,736万円

国民健康保険特別会計 △212万円
総　額 49億9,396万円

介護保険特別会計 9,004万円
総　額 57億9,257万円

後期高齢者医療特別会計 △2６万円
総　額 7億4,579万円

住宅新築資金特別会計 △468万円
総　額 ３,118万円

水道事業会計 0万円
収益的支出 6億5,886万円
資本的支出 5億4,951万円
６会計総額 ４37億1,943万円

行政視察
に行ってきました

～産業建設委員会～
　２月３日（月）・４日（火）に鹿児島市
にある郡山総合運動公園・スパランド
らららを訪問しました。
　広大な敷地に総合運動公園と宿泊
施設を合わせた複合施設で指定管理
による管理運営を行っており、その施設
概要や管理体制について学びました。

一般会計補正の主なもの
（歳入）

２億１,２９５万円◆地方交付税

（歳出）

１,８００万円
◆河川災害防止対策工事

１,５３７万円
◆農地集積・集約化対策事業補助金

（子ども加算分含む）

３月補正予算

※千円以下切り捨て

●議会改革に関する調査特別委員会
３月５日　 ハラスメント防止条例
　　　　　　検討実行委員会の中間報告
　　　　　議会報告会実行委員会報告

●議会運営委員会
２月１４日　３月定例会の日程調整等協議
３月１２日　定例会最終日の日程調整等協議

３億３１4万円
◆物価高騰対応重点支援給付金事業

１,２７７万円
◆農地農業用施設災害復旧事業

●広報編集特別委員会
３月１４日
３月２４日
４月　３日
４月　９日

議会広報編集
議会広報編集
議会広報編集
議会広報編集

令和7年度当初予算編成方針
最終的に6億4,000万円（2.3％）の増
ゼロベースでの予算編成を行い、全体的に5％の削減を呼びかけ

主な増加原因・・・
自治体情報システム標準化移行経費　　　　1億7,000万円
畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業費補助金　 5億円
林道法面対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　1億円
児童生徒タブレット端末更新事業　　          2億6,000万円
社会教育施設大規模改修事業　　　　          2億8,000万円

※その他に全体的な物価高騰と人件費上昇が影響

令和6年度は補正予算の積み上
げで、最終的に309億4,700万円
の予算となっている。

結果的に、令和7年度当初予算は
5％削減ができず、2.3％増になって
いる。最終的に309億4,700万円
から5％削減を実現できるように補
正予算を組んでもらいたい。

３つの基金から合計で16億
8,400万円の繰り入れとなって
いる。3基金の残高は37億円と
なり、このまま進めば3年後には
枯渇してしまう。10年後には累
積赤字が10億円を超える。

消滅可能性自治体から脱却す
るためにも、予算全体において
危機的財政の改善に向けて、事
業の縮小や廃止など思い切った
財政立て直しを進めて行くよう
要望する。
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委員会審査結果報告
令 和 ７ 年 ３ 月 定 例 会 中 に 開 催 さ れ た 　
各 常 任 委 員 会 の 審 査・活 動 報 告 で す。
嘉 麻 市 の 常 任 委 員 会 と は 、下 記 ３ 委 員 会 の こと で す。

● 総 務 財 政 委 員 会
● 民 生 文 教 委 員 会
● 産 業 建 設 委 員 会

消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
等
責
任
共
済
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、条
例
に
所
要

の
改
正
を
行
う
た
め
、提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、改
正
の

内
容
は
条
例
別
表「
退
職

報
償
金
支
給
額
表
」に
お

い
て
勤
続
年
数
に「
35
年

以
上
」の
区
分
を
追
加
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

質 

35
年
以
上
勤
務
の
団

員
数
は
。

答 

令
和
７
年
４
月
１
日
時

点
で
16
人
で
あ
る
。

※

消
防
団
員
に
つ
い
て
は

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
改
正
も
行

わ
れ
、国
の
統
一
し
た
基
準

額
に
あ
わ
せ
補
償
基
礎
額

を
増
額
さ
れ
る
と
説
明
も

あ
り
ま
し
た
。

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

社
会
体
育
施
設
等
に
つ

い
て
、行
政
改
革
に
基
づ
き
、

公
の
施
設
と
し
て
の
用
途

を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
に
所
要
の
改
正
を
行

う
た
め
、提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、現
在
社
会

体
育
施
設
は
29
施
設
あ
る
。

そ
の
う
ち
宮
野
グ
ラ
ウ
ン

ド
、宮
野
体
育
館
、千
手
グ

ラ
ウ
ン
ド
、千
手
体
育
館
、

泉
河
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
、泉
河

内
体
育
館
の
６
施
設
に
つ
い

て
は
令
和
７
年
７
月
１
日

に
施
行
期
日
を
改
正
し
て

い
る
。ま
た
山
田
武
道
館
、

山
野
運
動
公
園
内
野
球
場
、

碓
井
野
球
場
、嘉
穂
野
球
場
、

大
隈
体
育
館
の
５
施
設
は
、

施
設
廃
止
の
周
知
期
間
が

必
要
で
あ
る
た
め
、施
行
期

日
を
８
年
４
月
１
日
と
し

て
い
る
。な
お
、大
隈
体
育

館
に
つ
い
て
は
大
隈
城
山
校

の
体
育
館
と
し
て
用
途
変

更
す
る
。ま
た
、こ
れ
に
伴

い
、小
学
校
、中
学
校
及
び

義
務
教
育
学
校
の
開
放
に

社
会
体
育
施
設
条
例
及
び

小
学
校
、中
学
校
及
び
義
務

教
育
学
校
施
設
の
開
放
に

関
す
る
条
例
の
一部
を
改
正

す
る
条
例

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅

の
用
途
廃
止
に
よ
り
、住
宅

戸
数
に
変
更
が
生
じ
た
こ

と
、及
び
団
地
内
遊
園
の
用

途
廃
止
に
よ
り
、必
要
な
条

例
改
正
を
行
う
た
め
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、改
正
の
内

容
は
昭
和
46
年
度
に
建
設
さ

れ
た
山
田
本
町
団
地
の
40

戸
、昭
和
47
年
度
に
建
設
さ

れ
た
山
田
に
じ
が
丘
団
地

14
戸
の
合
計
54
戸
の
用
途

廃
止
、及
び
山
田
本
町
団
地

の
用
途
廃
止
に
伴
い
、当
該

団
地
内
に
あ
る
遊
園
１
箇

所
も
併
せ
て
用
途
廃
止
を

行
う
も
の
で
あ
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

※
 

審
査
の
結
果
、出
席
者

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
 

本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

※
 

審
査
の
結
果
、全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

※
 

本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
で

は
、大
隈
城
山
校
を
加
え
る

と
と
も
に
、学
校
開
放
施
設

と
し
て
の
使
用
料
は
当
面
、

従
前
の
大
隈
体
育
館
使
用

料
と
同
額
と
し
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

質
　
宮
野
体
育
館
の
活
用

に
つ
い
て「
地
域
と
協
議

中
」と
な
っ
て
い
る
が
解
体
・

除
却
し
な
い
の
か
。

答
　
施
設
が
老
朽
化
し
て

い
る
た
め
、除
却
も
含
め
て

検
討
中
で
あ
る
。地
元
で
使

用
す
る
場
合
は
施
設
の
維

持
管
理
等
も
含
め
て
協
議

し
て
い
る
。

※
 

審
査
の
結
果
、出
席
者

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
 

本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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委員会審査結果報告
令 和 ７ 年 ３ 月 定 例 会 中 に 開 催 さ れ た 　
各 常 任 委 員 会 の 審 査・活 動 報 告 で す。
嘉 麻 市 の 常 任 委 員 会 と は 、下 記 ３ 委 員 会 の こと で す。

● 総 務 財 政 委 員 会
● 民 生 文 教 委 員 会
● 産 業 建 設 委 員 会

消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
等
責
任
共
済
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、条
例
に
所
要

の
改
正
を
行
う
た
め
、提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、改
正
の

内
容
は
条
例
別
表「
退
職

報
償
金
支
給
額
表
」に
お

い
て
勤
続
年
数
に「
35
年

以
上
」の
区
分
を
追
加
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

質 

35
年
以
上
勤
務
の
団

員
数
は
。

答 

令
和
７
年
４
月
１
日
時

点
で
16
人
で
あ
る
。

※

消
防
団
員
に
つ
い
て
は

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
改
正
も
行

わ
れ
、国
の
統
一
し
た
基
準

額
に
あ
わ
せ
補
償
基
礎
額

を
増
額
さ
れ
る
と
説
明
も

あ
り
ま
し
た
。

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

社
会
体
育
施
設
等
に
つ

い
て
、行
政
改
革
に
基
づ
き
、

公
の
施
設
と
し
て
の
用
途

を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
に
所
要
の
改
正
を
行

う
た
め
、提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、現
在
社
会

体
育
施
設
は
29
施
設
あ
る
。

そ
の
う
ち
宮
野
グ
ラ
ウ
ン

ド
、宮
野
体
育
館
、千
手
グ

ラ
ウ
ン
ド
、千
手
体
育
館
、

泉
河
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
、泉
河

内
体
育
館
の
６
施
設
に
つ
い

て
は
令
和
７
年
７
月
１
日

に
施
行
期
日
を
改
正
し
て

い
る
。ま
た
山
田
武
道
館
、

山
野
運
動
公
園
内
野
球
場
、

碓
井
野
球
場
、嘉
穂
野
球
場
、

大
隈
体
育
館
の
５
施
設
は
、

施
設
廃
止
の
周
知
期
間
が

必
要
で
あ
る
た
め
、施
行
期

日
を
８
年
４
月
１
日
と
し

て
い
る
。な
お
、大
隈
体
育

館
に
つ
い
て
は
大
隈
城
山
校

の
体
育
館
と
し
て
用
途
変

更
す
る
。ま
た
、こ
れ
に
伴

い
、小
学
校
、中
学
校
及
び

義
務
教
育
学
校
の
開
放
に

社
会
体
育
施
設
条
例
及
び

小
学
校
、中
学
校
及
び
義
務

教
育
学
校
施
設
の
開
放
に

関
す
る
条
例
の
一部
を
改
正

す
る
条
例

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅

の
用
途
廃
止
に
よ
り
、住
宅

戸
数
に
変
更
が
生
じ
た
こ

と
、及
び
団
地
内
遊
園
の
用

途
廃
止
に
よ
り
、必
要
な
条

例
改
正
を
行
う
た
め
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、改
正
の
内

容
は
昭
和
46
年
度
に
建
設
さ

れ
た
山
田
本
町
団
地
の
40

戸
、昭
和
47
年
度
に
建
設
さ

れ
た
山
田
に
じ
が
丘
団
地

14
戸
の
合
計
54
戸
の
用
途

廃
止
、及
び
山
田
本
町
団
地

の
用
途
廃
止
に
伴
い
、当
該

団
地
内
に
あ
る
遊
園
１
箇

所
も
併
せ
て
用
途
廃
止
を

行
う
も
の
で
あ
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

※
 

審
査
の
結
果
、出
席
者

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
 

本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

※
 

審
査
の
結
果
、全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

※
 

本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
で

は
、大
隈
城
山
校
を
加
え
る

と
と
も
に
、学
校
開
放
施
設

と
し
て
の
使
用
料
は
当
面
、

従
前
の
大
隈
体
育
館
使
用

料
と
同
額
と
し
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

質
　
宮
野
体
育
館
の
活
用

に
つ
い
て「
地
域
と
協
議

中
」と
な
っ
て
い
る
が
解
体
・

除
却
し
な
い
の
か
。

答
　
施
設
が
老
朽
化
し
て

い
る
た
め
、除
却
も
含
め
て

検
討
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で
あ
る
。地
元
で
使

用
す
る
場
合
は
施
設
の
維

持
管
理
等
も
含
め
て
協
議

し
て
い
る
。

※
 

審
査
の
結
果
、出
席
者

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
 

本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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議案の結果一覧（3月定例会）

産業建設委員会

民生文教委員会

総務財政委員会

〇…全会一致 △…賛成多数 ▼…賛成少数 ※…討論あり
各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

　議案には、市長が提出するものと議員が提出するもの及び委員会
が提出するものがあります。地方自治法第１０９条により、委員会は、
所管する事務に関し、議会に議案を提出することができます。
　今回の委員会提出議案については議会が保有する個人情報保護に
関する内容であるため、議会運営委員会が提案したものです。

議案第　2 号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関す
る条例 〇 可 決

△ 可 決 〃 第　3 号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正する条例

 〃 第　6 号 消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 〇 可 決

 〃 第　7 号 非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正
する条例 〇 可 決

 〃 第 29号 過疎地域持続的発展計画の変更 ○ 可 決

 〃 第 33号 福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更 〇 可 決

議案第　4 号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例 〇 可 決

 〃 第　8 号 上山田住民ホール条例を廃止する条例 〇 可 決

 〃 第　9 号 山田生涯学習館条例の一部を改正する条例 〇 可 決

 〃 第 10号 社会体育施設条例及び市立小学校、中学校及び義務教育学校施設
の開放に関する条例の一部を改正する条例 ※ 〇 可 決

議案第　5 号 市営住宅条例の一部を改正する条例 〇 可 決

 〃 第 11号 水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 〇 可 決

 〃 第 12号 水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技
術管理者の資格基準を定める条例の一部を改正する条例 〇 可 決

 〃 第 30号 基本変更協定書の締結(上河原堰災害復旧受託工事) 〇 可 決

 〃 第 31号 市道路線の認定 〇 可 決

 〃 第 32号 市道路線の認定 〇 可 決

予算特別委員会

その他

議案第　1 号 専決処分事項の承認（令和６年度一般会計補正予算（第９号）） 〇 承 認

 〃 第 34号 令和６年度一般会計補正予算（第 10号） 〇 可 決

 〃 第 35号 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第６号） 〇 可 決

 〃 第 36号 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 〇 可 決

 〃 第 37号 令和６年度住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号） 〇 可 決

 〃 第 38号 令和６年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 〇 可 決

 〃 第 39号 令和７年度一般会計予算 ※ 〇 可 決

 〃 第 40号 令和７年度国民健康保険事業特別会計予算 〇 可 決

 〃 第 41号 令和７年度後期高齢者医療特別会計予算 〇 可 決

 〃 第 42号 令和７年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 〇 可 決

 〃 第 43号 令和７年度介護保険事業特別会計予算 〇 可 決

 〃 第 44号 令和７年度水道事業会計予算 〇 可 決

議案第 45号 市長の給料の減額支給に関する条例 〇 可 決

委員会提出
議案第 1号 議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 ※ 〇 可 決
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P.12 P.12

P.13 P.13

P.14 P.14

P.15 P.15

紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

畠中 博文 議員

●早期に自転車通学
　許可を出すべきだ

出水 貴之 議員

●特色ある
　外国語教育を

佐伯 憲子 議員

●積極的な施策の展開

山本 真之 議員

●未就学児の発達支援

田中 義幸 議員

●公益通報者制度の
　確立に向けて

豊田 一元 議員

●危機的財政打開の
　施設見直し計画

藤　伸 一 議員

●指定避難所の防災
　機能強化

田上 孝樹 議員

●献血を推進しよう

　質問全体の内容については、会議録に掲載しています。会議録は、議会事務局、各支所、市内図書
館および嘉麻市議会ホームぺージからご覧いただけます。
　なお、一般質問はケーブルテレビのご協力により、生放送と録画放送を行っています。また、
YouTubeによる生中継と録画配信も行っています。
　スマートフォンやタブレット端末で、録画映像をご覧になりたい議員のＱＲコードを読み取ると、

「嘉麻市議会」のYouTubeサイト内へアクセスできます。ぜひご視聴ください。

You Tube

You Tube

いっぱん質問

副
市
長

教
育
委
員
会
教
育
長

　

　
令
和
７
年
３
月
３１
日
付
で
山
田
卓
嗣
副
市
長
が

辞
職
す
る
こ
と
に
伴
い
、次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
全
会一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

神
代
　
昭
彦
　
氏

　
令
和
７
年
３
月
３１
日
付
で
木
本
寛
昭
教
育
長
が

辞
職
す
る
こ
と
に
伴
い
、次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
全
会一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　 

伊
東
　
新
治
　
氏

　
令
和
７
年
６
月
30
日
付
で
任
期
満
了
に

な
る
こ
と
に
伴
い
、次
の
方
を
推
薦
す
る
こ

と
に
つ
い
て
全
会
一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

有
吉
　
直
子
　
氏

坂
口
　
清
二
　
氏

平
嶋
　
顕
信
　
氏

満
島
　
憲
幸
　
氏

　 　
令
和
７
年
３
月
３１
日
付
で
任
期
満
了
に

な
る
こ
と
に
伴
い
、次
の
方
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
全
会
一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

澤
　
　
雅
人   

氏

公
平
委
員
会
委
員

い
と
う 

　 

し
ん
じ

こ
う
じ
ろ 

　 

あ
き
ひ
こ や

ま
だ 

た
く
じ

き
も
と 

ひ
ろ
あ
き

　
令
和
７
年
３
月
３１
日
付
で
任
期
満
了
に

な
る
こ
と
に
伴
い
、次
の
方
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
全
会
一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
川
原
田
　
剛
　

　
　
　
白
土
　
良
一 

　
　
　
田
中
　
秀
一 

　
　
　
中
島
　
　
清 

　
　
　
長
野
　
美
津
子 

　
　
　
中
村
　
由
美 

　
　
　
縄
田
　
和
博 

　
　
　
縄
田
　
　
緑 

　
　
　
野
見
山
　
保 

　
　
　
藤
島
　
　
進 

　
　
　
伏
貫
　
喜
久
男 

　
　
　
松
隈
　
　
進 

　
　
　
森
田
　
祐
二

　
　
　
山
﨑
　
健
一 

　
　
　
山
田
　
惠
子 

氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

か
わ
は
ら
だ
　
　
つ
よ
し

さ
わ
　
　
　
　
ま
さ
と

あ
り
よ
し
　
　
な
お
こ

さ
か
ぐ
ち
　
　
せ
い
じ

み
つ
し
ま
　
　
の
り
ゆ
き

ひ
ら
し
ま
　
　
け
ん
し
ん

し
ら
つ
ち        

り
ょ
う
い
ち

た
な
か
　
　
し
ゅ
う
い
ち

な
わ
た
　
　 

か
ず
ひ
ろ

な
わ
た
　
　 

　 

み
ど
り

も
り
た
　
　  

ゆ
う
じ

な
か
し
ま
　
　
　
き
よ
し

な
か
む
ら
　
　
ゆ
　
み

ふ
じ
し
ま
　
　
　
す
す
む

ま
つ
ぐ
ま
　
　
　
す
す
む

ふ
し
ぬ
き
　
　
き

く

お

や
ま
さ
き
　
　
け
ん
い
ち

や
ま
だ
　
　
　
け
い
こ

の
み
や
ま
　
　
た
も
つ

な
が
の
　
　
　
み
つ
こ
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P.12 P.12

P.13 P.13

P.14 P.14

P.15 P.15

紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

畠中 博文 議員

●早期に自転車通学
　許可を出すべきだ

出水 貴之 議員

●特色ある
　外国語教育を

佐伯 憲子 議員

●積極的な施策の展開

山本 真之 議員

●未就学児の発達支援

田中 義幸 議員

●公益通報者制度の
　確立に向けて

豊田 一元 議員

●危機的財政打開の
　施設見直し計画

藤　伸 一 議員

●指定避難所の防災
　機能強化

田上 孝樹 議員

●献血を推進しよう

　質問全体の内容については、会議録に掲載しています。会議録は、議会事務局、各支所、市内図書
館および嘉麻市議会ホームぺージからご覧いただけます。
　なお、一般質問はケーブルテレビのご協力により、生放送と録画放送を行っています。また、
YouTubeによる生中継と録画配信も行っています。
　スマートフォンやタブレット端末で、録画映像をご覧になりたい議員のＱＲコードを読み取ると、

「嘉麻市議会」のYouTubeサイト内へアクセスできます。ぜひご視聴ください。

You Tube

You Tube

いっぱん質問

副
市
長

教
育
委
員
会
教
育
長

　

　
令
和
７
年
３
月
３１
日
付
で
山
田
卓
嗣
副
市
長
が

辞
職
す
る
こ
と
に
伴
い
、次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
全
会一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

神
代
　
昭
彦
　
氏

　
令
和
７
年
３
月
３１
日
付
で
木
本
寛
昭
教
育
長
が

辞
職
す
る
こ
と
に
伴
い
、次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
全
会一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　 

伊
東
　
新
治
　
氏

　
令
和
７
年
６
月
30
日
付
で
任
期
満
了
に

な
る
こ
と
に
伴
い
、次
の
方
を
推
薦
す
る
こ

と
に
つ
い
て
全
会
一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

有
吉
　
直
子
　
氏

坂
口
　
清
二
　
氏

平
嶋
　
顕
信
　
氏

満
島
　
憲
幸
　
氏

　 　
令
和
７
年
３
月
３１
日
付
で
任
期
満
了
に

な
る
こ
と
に
伴
い
、次
の
方
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
全
会
一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

澤
　
　
雅
人   

氏

公
平
委
員
会
委
員

い
と
う 

　 

し
ん
じ

こ
う
じ
ろ 

　 

あ
き
ひ
こ や

ま
だ 

た
く
じ

き
も
と 

ひ
ろ
あ
き

　
令
和
７
年
３
月
３１
日
付
で
任
期
満
了
に

な
る
こ
と
に
伴
い
、次
の
方
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
全
会
一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
川
原
田
　
剛
　

　
　
　
白
土
　
良
一 

　
　
　
田
中
　
秀
一 

　
　
　
中
島
　
　
清 

　
　
　
長
野
　
美
津
子 

　
　
　
中
村
　
由
美 

　
　
　
縄
田
　
和
博 

　
　
　
縄
田
　
　
緑 

　
　
　
野
見
山
　
保 

　
　
　
藤
島
　
　
進 

　
　
　
伏
貫
　
喜
久
男 

　
　
　
松
隈
　
　
進 

　
　
　
森
田
　
祐
二

　
　
　
山
﨑
　
健
一 

　
　
　
山
田
　
惠
子 

氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

か
わ
は
ら
だ
　
　
つ
よ
し

さ
わ
　
　
　
　
ま
さ
と

あ
り
よ
し
　
　
な
お
こ

さ
か
ぐ
ち
　
　
せ
い
じ

み
つ
し
ま
　
　
の
り
ゆ
き

ひ
ら
し
ま
　
　
け
ん
し
ん

し
ら
つ
ち        

り
ょ
う
い
ち

た
な
か
　
　
し
ゅ
う
い
ち

な
わ
た
　
　 

か
ず
ひ
ろ

な
わ
た
　
　 

　 

み
ど
り

も
り
た
　
　  

ゆ
う
じ

な
か
し
ま
　
　
　
き
よ
し

な
か
む
ら
　
　
ゆ
　
み

ふ
じ
し
ま
　
　
　
す
す
む

ま
つ
ぐ
ま
　
　
　
す
す
む

ふ
し
ぬ
き
　
　
き

く

お

や
ま
さ
き
　
　
け
ん
い
ち

や
ま
だ
　
　
　
け
い
こ

の
み
や
ま
　
　
た
も
つ

な
が
の
　
　
　
み
つ
こ
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いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問

質

　外
国
語
教
育
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
認
識
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

課
長

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

急
速
に
進
展
し
て
い
る
中

で
、児
童
生
徒
の
進
路
実

現
、将
来
の
自
立
、就
労
で

き
る
力
の
育
成
に
向
け
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に

付
け
る
英
語
教
育
は
重
要

で
あ
る
と
の
認
識
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

質

　英
語
教
育
の
目
標
は

明
記
し
て
い
る
か
。

課
長

　具
体
的
に
明
記
は

し
て
な
い
が
、中
学
３
年

生
で
英
語
検
定
３
級
レ
ベ

ル
を
想
定
し
て
い
る
。

質

　英
検
の
受
験
料
補
助

は
で
き
な
い
か
。

課
長

　現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
な
い
。今
後
は
受
検

料
の
団
体
割
引
を
活
用
で

き
る
受
験
体
制
を
整
え
た

い
。

質

　外
国
語
学
習
の
特
例

校
制
度
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、小
学
１
年
生
か

ら
外
国
語
を
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

課
長

　今
後
、検
討
を
進

め
た
い
。

防
災
無
線
の
チ
ャ
イ
ム

質

　嘉
麻
市
で
は
、朝
８

時
に「
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
の
鐘
」と
、正
午
に
山

上
憶
良「
子
等
を
思
ふ
歌
」、

18
時
に「
夕
焼
小
焼
」の

チ
ャ
イ
ム
が
防
災
無
線
で

放
送
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
目
的
は
、防
災
行

政
無
線
の
動
作
を
確
認
す

る
た
め
と
聞
い
た
が
、夕

刻
の
チ
ャ
イ
ム
は
、子
ど

も
の
帰
宅
を
促
す
た
め
の

も
の
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

　福
岡
県
内
で
は
、17
時

に
チ
ャ
イ
ム
放
送
す
る
自

治
体
は
56
％
、さ
ら
に
、月

に
よ
っ
て
17
時
と
18
時
に

放
送
す
る
時
間
を
変
え
る

自
治
体
と
合
わ
せ
る
と
、

73
％
が
17
時
に
チ
ャ
イ
ム

放
送
を
し
て
い
る
。

　子
ど
も
の
帰
宅
時
間
を

知
ら
せ
る
た
め
に
、放
送

時
間
を
18
時
か
ら
17
時
に

変
更
で
き
な
い
か
。

課
長

　17
時
の
放
送
は
、

合
併
前
に
も
取
り
入
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
る
。現
在

の
18
時
の
放
送
も
や
っ
と

定
着
し
た
と
い
う
認
識
で

あ
る
た
め
、そ
こ
を
含
め

て
検
討
し
た
い
。

※

他
に
学
校
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
質

問
。

質

　小
中
学
校
及
び
義
務

教
育
学
校
の
教
育
制
度
の

充
実
に
関
す
る
規
則
改
正

の
内
容
は
。

課
長

　今
ま
で
は
１
学
級

30
人
を
超
え
れ
ば
、教
員

を
配
置
し
、２
学
級
に
分

け
て
指
導
し
て
い
た
が
、

改
正
に
よ
り
、２
学
級
に

分
け
た
場
合
と
同
等
の
教

育
上
の
効
果
が
あ
る
と
教

育
委
員
会
が
認
め
る
学
習

指
導
上
の
措
置
を
講
じ
る

こ
と
も
で
き
る
。学
校
の

実
情
に
応
じ
て
、各
学
校

で
配
置
す
る
市
費
の
教
員

を
弾
力
的
に
活
用
し
、学

力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

質

　「
30
人
以
下
学
級
」は

廃
止
す
る
の
か
。

課
長

　30
人
を
超
え
る
学

級
に
対
し
て
市
費
教
員
を

配
置
す
る
が
、学
校
の
実

情
に
応
じ
、「
30
人
以
下
学

級
」や
習
熟
度
別
少
人
数

指
導
な
ど
柔
軟
か
つ
弾
力

的
に
実
施
し
て
い
く
。

自
転
車
通
学
に
関
し
て

質

　中
学
校
・
義
務
教
育

学
校
に
お
け
る
自
転
車
通

学
に
関
す
る「
通
学
許
可

シ
ー
ル
」の
費
用
負
担
の
状

況
は
。

課
長

　３
校
の
内
、２
校

が
有
料
で
保
護
者
負
担
。

１
校
は
無
料
。

質

　学
校
に
よ
る
格
差
を

統
一
で
き
な
い
の
か
。

課
長

　保
護
者
負
担
を
是

正
す
る
必
要
が
あ
る
。学

校
予
算
を
含
め
、前
向
き

に
検
討
す
る
。
　

質

　碓
井
義
務
教
育
学
校

は
、土
日
の
部
活
動
生
徒
の

み
自
転
車
通
学
を
許
可
し

て
い
る
。な
ぜ
学
校
全
体
で

許
可
を
出
さ
な
い
の
か
。

課
長

　一
部
の
保
護
者
か

ら
要
望
も
出
て
い
る
。今

後
、自
転
車
通
学
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
な
ど
、実
情
を
把
握
し

学
校
と
話
を
進
め
る
。
　

市
の
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト

質

　市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

が
ほ
と
ん
ど
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
が
、改
善
で
き
な

い
の
か
。

課
長

　現
在
、イ
ベ
ン
ト

情
報
は
イ
ン
ス
タ
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
て
い
る
。ま
た
、新
聞
・
Ｔ

Ｖ
・
ラ
ジ
オ
等
で
も
情
報
を

発
信
し
て
い
る
が
、調
査
研

究
を
行
い
更
な
る
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
う
。

「３０人以下学級」は
廃止するのか
実情に応じ柔軟に対応
する

問

答

小学１年生から外国語の
学習はできないか

今後、検討を進めたい

問

答

スクール・ソーシャル
ワーカーの積極的な配置
関係機関と連携して適切
な配置を検討する

問

答

畠中　博文　議員畠中　博文　議員

質

　ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
以
下
、

Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
い
う
）と
は
、学

校
や
学
校
関
連
の
施
設
・
機

関
な
ど
で
児
童
生
徒
や
そ

の
家
庭
、環
境
、学
校
、社

会
、制
度
な
ど
を
対
象
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
＝
社

会
福
祉
援
助
を
行
う
専
門

職
だ
。Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
、問
題
の

原
因
を
児
童
生
徒
の
発
達

状
況
や
行
動
特
性
に
あ
る

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、周

囲
の
環
境
に
着
目
し
て
、家

庭
、学
校
、公
的
機
関
と
も

連
携
を
と
り
、改
善
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。昨
年
の
９
月
議
会

で
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
を
提
言

し
た
が
、現
在
の
配
置
状
況

と
そ
の
課
題
は
何
か
。

課
長

　市
の
予
算
で
１
名

配
置
予
定
と
し
て
い
る

が
、
応
募
が
な
い
状
況
。

そ
の
要
因
は
、専
門
性
の

高
い
職
種
で
あ
る
た
め
、

よ
り
条
件
の
よ
い
他
の
自

治
体
や
関
係
機
関
を
希
望

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。課
題
を

整
理
し
つ
つ
、Ｓ
Ｓ
Ｗ
の

専
門
性
を
生
か
し
、学
校

教
育
課
と
連
携
し
て
、活

動
し
や
す
い
配
置
形
態
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質

　学
校
現
場
の
配
置
の

考
え
方
は
。

参
事

　令
和
４
年
度
よ
り

県
の
事
業
で
山
田
中
学
校

区
に
１
名
配
置
さ
れ
て
い

る
。小
中
連
携
の
役
割
を

果
た
し
、子
ど
も
や
家
庭

の
実
態
に
応
じ
た
関
係
機

関
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、

そ
の
教
育
的
効
果
が
あ

が
っ
て
い
る
。

質

　予
算
を
伴
う
の
で
、

財
政
課
等
に
理
解
を
求
め
、

時
間
単
価
を
近
隣
市
並
み

に
揃
え
て
、各
中
学
校
区

で
の
配
置
を
望
む
。Ｓ
Ｓ

Ｗ
の
積
極
的
活
用
に
つ
い

て
の
教
育
長
の
考
え
は
。

教
育
長

　不
登
校
児
童
生

徒
を
は
じ
め
子
ど
も
の
学

び
の
場
を
確
保
し
、学
び

た
い
と
思
っ
た
と
き
に
学

べ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
を
目
指
す
中
で
Ｓ
Ｓ
Ｗ

の
活
用
は
、ま
す
ま
す
求

め
ら
れ
て
い
く
。関
係
課

と
連
携
し
て
適
切
な
配
置

を
検
討
す
る
。

※

他
に
女
性
に
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
、財
政
見
通

し
を
質
問
。

質

　療
育
と
は
。

課
長

　こ
ど
も
家
庭
庁
の

児
童
発
達
支
援
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
に
対
し
、身
体

的
、精
神
的
機
能
の
適
正

な
発
達
を
促
し
、日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
円
滑

に
営
め
る
よ
う
に
す
る
た

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い

の
特
性
に
応
じ
た
福
祉
的
、

心
理
的
、教
育
的
及
び
医

療
的
な
援
助
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

質

　療
育
教
室
や
巡
回
相

談
等
、こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

課
長

　過
去
に
療
育
教
室

を
利
用
し
た
子
ど
も
に
つ

い
て
、中
学
校
卒
業
後
の

進
路
の
追
跡
調
査
を
行
っ

た
結
果
、一
定
の
効
果
は

得
ら
れ
て
い
る
。

質

　学
校
で
の
早
期
療
育

の
認
識
は
。

課
長

　療
育
教
室
の
情
報

を
共
有
し
、状
況
を
把
握
し

て
い
る
。小
学
校
や
義
務
教

育
学
校
の
教
員
の
療
育
に

対
す
る
認
識
は
年
々
深

ま
っ
て
き
て
い
る
。

　一
方
、中
学
校
や
義
務
教

育
学
校
後
期
課
程
で
は
、そ

こ
ま
で
特
別
な
配
慮
を
要

す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て

い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、療

育
対
象
の
子
ど
も
に
対
す

る
意
識
が
低
く
な
る
傾
向

が
あ
る
。

質

　今
後
の
方
針
は
。

課
長

　児
童
発
達
支
援
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
地
域
の
社
会
資
源
の

活
用
を
検
討
す
る
中
で
、

市
の
事
業
と
し
て
発
達
相

談
や
機
能
訓
練
の
取
り
組

み
の
整
理
を
行
う
。早
期

発
見
、早
期
支
援
の
体
制

は
維
持
し
な
が
ら
相
談
体

制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、児
童
発
達
支
援
の
事

業
所
へ
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
に
進
め
て

い
く
。

所
長

　行
政
だ
け
で
の
取

り
組
み
は
限
界
が
あ
る
も

の
が
多
く
、行
政
と
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。保
育
所
、保
育

園
や
幼
稚
園
か
ら
学
校
へ

ス
ム
ー
ズ
に
就
学
で
き
る

よ
う
、就
学
相
談
な
ど
福

祉
の
面
か
ら
の
支
援
も
継

続
し
て
行
っ
て
い
け
る
よ

う
努
め
た
い
。

※

他
に
ふ
る
さ
と
納
税
を

質
問

児童発達支援の成果は

一定の効果は得られて
いる

問

答

出水　貴之　議員出水　貴之　議員佐伯　憲子　議員佐伯　憲子　議員山本　真之　議員山本　真之　議員
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いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問

質

　外
国
語
教
育
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
認
識
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

課
長

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

急
速
に
進
展
し
て
い
る
中

で
、児
童
生
徒
の
進
路
実

現
、将
来
の
自
立
、就
労
で

き
る
力
の
育
成
に
向
け
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に

付
け
る
英
語
教
育
は
重
要

で
あ
る
と
の
認
識
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

質

　英
語
教
育
の
目
標
は

明
記
し
て
い
る
か
。

課
長

　具
体
的
に
明
記
は

し
て
な
い
が
、中
学
３
年

生
で
英
語
検
定
３
級
レ
ベ

ル
を
想
定
し
て
い
る
。

質

　英
検
の
受
験
料
補
助

は
で
き
な
い
か
。

課
長

　現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
な
い
。今
後
は
受
検

料
の
団
体
割
引
を
活
用
で

き
る
受
験
体
制
を
整
え
た

い
。

質

　外
国
語
学
習
の
特
例

校
制
度
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、小
学
１
年
生
か

ら
外
国
語
を
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

課
長

　今
後
、検
討
を
進

め
た
い
。

防
災
無
線
の
チ
ャ
イ
ム

質

　嘉
麻
市
で
は
、朝
８

時
に「
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
の
鐘
」と
、正
午
に
山

上
憶
良「
子
等
を
思
ふ
歌
」、

18
時
に「
夕
焼
小
焼
」の

チ
ャ
イ
ム
が
防
災
無
線
で

放
送
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
目
的
は
、防
災
行

政
無
線
の
動
作
を
確
認
す

る
た
め
と
聞
い
た
が
、夕

刻
の
チ
ャ
イ
ム
は
、子
ど

も
の
帰
宅
を
促
す
た
め
の

も
の
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

　福
岡
県
内
で
は
、17
時

に
チ
ャ
イ
ム
放
送
す
る
自

治
体
は
56
％
、さ
ら
に
、月

に
よ
っ
て
17
時
と
18
時
に

放
送
す
る
時
間
を
変
え
る

自
治
体
と
合
わ
せ
る
と
、

73
％
が
17
時
に
チ
ャ
イ
ム

放
送
を
し
て
い
る
。

　子
ど
も
の
帰
宅
時
間
を

知
ら
せ
る
た
め
に
、放
送

時
間
を
18
時
か
ら
17
時
に

変
更
で
き
な
い
か
。

課
長

　17
時
の
放
送
は
、

合
併
前
に
も
取
り
入
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
る
。現
在

の
18
時
の
放
送
も
や
っ
と

定
着
し
た
と
い
う
認
識
で

あ
る
た
め
、そ
こ
を
含
め

て
検
討
し
た
い
。

※

他
に
学
校
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
質

問
。

質

　小
中
学
校
及
び
義
務

教
育
学
校
の
教
育
制
度
の

充
実
に
関
す
る
規
則
改
正

の
内
容
は
。

課
長

　今
ま
で
は
１
学
級

30
人
を
超
え
れ
ば
、教
員

を
配
置
し
、２
学
級
に
分

け
て
指
導
し
て
い
た
が
、

改
正
に
よ
り
、２
学
級
に

分
け
た
場
合
と
同
等
の
教

育
上
の
効
果
が
あ
る
と
教

育
委
員
会
が
認
め
る
学
習

指
導
上
の
措
置
を
講
じ
る

こ
と
も
で
き
る
。学
校
の

実
情
に
応
じ
て
、各
学
校

で
配
置
す
る
市
費
の
教
員

を
弾
力
的
に
活
用
し
、学

力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

質

　「
30
人
以
下
学
級
」は

廃
止
す
る
の
か
。

課
長

　30
人
を
超
え
る
学

級
に
対
し
て
市
費
教
員
を

配
置
す
る
が
、学
校
の
実

情
に
応
じ
、「
30
人
以
下
学

級
」や
習
熟
度
別
少
人
数

指
導
な
ど
柔
軟
か
つ
弾
力

的
に
実
施
し
て
い
く
。

自
転
車
通
学
に
関
し
て

質

　中
学
校
・
義
務
教
育

学
校
に
お
け
る
自
転
車
通

学
に
関
す
る「
通
学
許
可

シ
ー
ル
」の
費
用
負
担
の
状

況
は
。

課
長

　３
校
の
内
、２
校

が
有
料
で
保
護
者
負
担
。

１
校
は
無
料
。

質

　学
校
に
よ
る
格
差
を

統
一
で
き
な
い
の
か
。

課
長

　保
護
者
負
担
を
是

正
す
る
必
要
が
あ
る
。学

校
予
算
を
含
め
、前
向
き

に
検
討
す
る
。
　

質

　碓
井
義
務
教
育
学
校

は
、土
日
の
部
活
動
生
徒
の

み
自
転
車
通
学
を
許
可
し

て
い
る
。な
ぜ
学
校
全
体
で

許
可
を
出
さ
な
い
の
か
。

課
長

　一
部
の
保
護
者
か

ら
要
望
も
出
て
い
る
。今

後
、自
転
車
通
学
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
な
ど
、実
情
を
把
握
し

学
校
と
話
を
進
め
る
。
　

市
の
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト

質

　市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

が
ほ
と
ん
ど
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
が
、改
善
で
き
な

い
の
か
。

課
長

　現
在
、イ
ベ
ン
ト

情
報
は
イ
ン
ス
タ
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
て
い
る
。ま
た
、新
聞
・
Ｔ

Ｖ
・
ラ
ジ
オ
等
で
も
情
報
を

発
信
し
て
い
る
が
、調
査
研

究
を
行
い
更
な
る
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
う
。

「３０人以下学級」は
廃止するのか
実情に応じ柔軟に対応
する

問

答

小学１年生から外国語の
学習はできないか

今後、検討を進めたい

問

答

スクール・ソーシャル
ワーカーの積極的な配置
関係機関と連携して適切
な配置を検討する

問

答

畠中　博文　議員畠中　博文　議員

質

　ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
以
下
、

Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
い
う
）と
は
、学

校
や
学
校
関
連
の
施
設
・
機

関
な
ど
で
児
童
生
徒
や
そ

の
家
庭
、環
境
、学
校
、社

会
、制
度
な
ど
を
対
象
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
＝
社

会
福
祉
援
助
を
行
う
専
門

職
だ
。Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
、問
題
の

原
因
を
児
童
生
徒
の
発
達

状
況
や
行
動
特
性
に
あ
る

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、周

囲
の
環
境
に
着
目
し
て
、家

庭
、学
校
、公
的
機
関
と
も

連
携
を
と
り
、改
善
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。昨
年
の
９
月
議
会

で
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
を
提
言

し
た
が
、現
在
の
配
置
状
況

と
そ
の
課
題
は
何
か
。

課
長

　市
の
予
算
で
１
名

配
置
予
定
と
し
て
い
る

が
、
応
募
が
な
い
状
況
。

そ
の
要
因
は
、専
門
性
の

高
い
職
種
で
あ
る
た
め
、

よ
り
条
件
の
よ
い
他
の
自

治
体
や
関
係
機
関
を
希
望

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。課
題
を

整
理
し
つ
つ
、Ｓ
Ｓ
Ｗ
の

専
門
性
を
生
か
し
、学
校

教
育
課
と
連
携
し
て
、活

動
し
や
す
い
配
置
形
態
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質

　学
校
現
場
の
配
置
の

考
え
方
は
。

参
事

　令
和
４
年
度
よ
り

県
の
事
業
で
山
田
中
学
校

区
に
１
名
配
置
さ
れ
て
い

る
。小
中
連
携
の
役
割
を

果
た
し
、子
ど
も
や
家
庭

の
実
態
に
応
じ
た
関
係
機

関
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、

そ
の
教
育
的
効
果
が
あ

が
っ
て
い
る
。

質

　予
算
を
伴
う
の
で
、

財
政
課
等
に
理
解
を
求
め
、

時
間
単
価
を
近
隣
市
並
み

に
揃
え
て
、各
中
学
校
区

で
の
配
置
を
望
む
。Ｓ
Ｓ

Ｗ
の
積
極
的
活
用
に
つ
い

て
の
教
育
長
の
考
え
は
。

教
育
長

　不
登
校
児
童
生

徒
を
は
じ
め
子
ど
も
の
学

び
の
場
を
確
保
し
、学
び

た
い
と
思
っ
た
と
き
に
学

べ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
を
目
指
す
中
で
Ｓ
Ｓ
Ｗ

の
活
用
は
、ま
す
ま
す
求

め
ら
れ
て
い
く
。関
係
課

と
連
携
し
て
適
切
な
配
置

を
検
討
す
る
。

※

他
に
女
性
に
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
、財
政
見
通

し
を
質
問
。

質

　療
育
と
は
。

課
長

　こ
ど
も
家
庭
庁
の

児
童
発
達
支
援
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
に
対
し
、身
体

的
、精
神
的
機
能
の
適
正

な
発
達
を
促
し
、日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
円
滑

に
営
め
る
よ
う
に
す
る
た

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い

の
特
性
に
応
じ
た
福
祉
的
、

心
理
的
、教
育
的
及
び
医

療
的
な
援
助
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

質

　療
育
教
室
や
巡
回
相

談
等
、こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

課
長

　過
去
に
療
育
教
室

を
利
用
し
た
子
ど
も
に
つ

い
て
、中
学
校
卒
業
後
の

進
路
の
追
跡
調
査
を
行
っ

た
結
果
、一
定
の
効
果
は

得
ら
れ
て
い
る
。

質

　学
校
で
の
早
期
療
育

の
認
識
は
。

課
長

　療
育
教
室
の
情
報

を
共
有
し
、状
況
を
把
握
し

て
い
る
。小
学
校
や
義
務
教

育
学
校
の
教
員
の
療
育
に

対
す
る
認
識
は
年
々
深

ま
っ
て
き
て
い
る
。

　一
方
、中
学
校
や
義
務
教

育
学
校
後
期
課
程
で
は
、そ

こ
ま
で
特
別
な
配
慮
を
要

す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て

い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、療

育
対
象
の
子
ど
も
に
対
す

る
意
識
が
低
く
な
る
傾
向

が
あ
る
。

質

　今
後
の
方
針
は
。

課
長

　児
童
発
達
支
援
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
地
域
の
社
会
資
源
の

活
用
を
検
討
す
る
中
で
、

市
の
事
業
と
し
て
発
達
相

談
や
機
能
訓
練
の
取
り
組

み
の
整
理
を
行
う
。早
期

発
見
、早
期
支
援
の
体
制

は
維
持
し
な
が
ら
相
談
体

制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、児
童
発
達
支
援
の
事

業
所
へ
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
に
進
め
て

い
く
。

所
長

　行
政
だ
け
で
の
取

り
組
み
は
限
界
が
あ
る
も

の
が
多
く
、行
政
と
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。保
育
所
、保
育

園
や
幼
稚
園
か
ら
学
校
へ

ス
ム
ー
ズ
に
就
学
で
き
る

よ
う
、就
学
相
談
な
ど
福

祉
の
面
か
ら
の
支
援
も
継

続
し
て
行
っ
て
い
け
る
よ

う
努
め
た
い
。

※

他
に
ふ
る
さ
と
納
税
を

質
問

児童発達支援の成果は

一定の効果は得られて
いる

問

答

出水　貴之　議員出水　貴之　議員佐伯　憲子　議員佐伯　憲子　議員山本　真之　議員山本　真之　議員

山田中学校

12議会だより　かまし（76号）13 議会だより　かまし（76号）



いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問

質
　
合
併
前
か
ら
保
有
す

る
公
共
施
設
の
管
理
が
財

政
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

個
別
施
設
見
直
し
計
画
で

30
施
設
を
用
途
廃
止
・
解

体
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

進
捗
状
況
は
。

課
長
　
山
田
い
こ
い
の
家

白
雲
荘
は
築
50
年
を
超
え

廃
止
・
解
体
と
し
つ
つ
も
、

利
用
状
況
や
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
事
業
か
ら
慎
重
に

検
討
す
る
。

　
稲
築
体
育
館
は
利
用
者

が
多
く
、社
会
体
育
施
設

全
般
の
運
営
業
務
の
一
部

を
担
っ
て
い
る
た
め
継
続

中
。施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
用
途
廃
止
に
向

け
て
調
整
す
る
。

　
嘉
穂
地
区
の
旧
小
学
校

は
解
体
計
画
を
進
め
て
お

り
、跡
地
利
活
用
を
地
元

と
協
議
す
る
。

　
旧
嘉
穂
プ
ー
ル
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
解
体
に
つ
い
て

は
令
和
７
年
度
ま
で
の
合

併
特
例
債
活
用
が
困
難
で

あ
り
、現
状
有
姿
で
の
売

却
を
検
討
す
る
。

　
山
野
運
動
公
園
内
野
球

場
は
都
市
公
園
と
し
て
活

用
。碓
井
と
嘉
穂
の
野
球

場
は
現
状
有
姿
で
売
却
。

碓
井
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
廃
止

球
場
の
代
替
え
と
し
て
維

持
し
て
い
き
た
い
。

　
山
田
武
道
館
は
売
却
し
、

山
田
弓
道
場
は
修
繕
し
て

維
持
す
る
。

　
山
田
市
民
セ
ン
タ
ー
は

避
難
所
指
定
に
加
え
、大

橋
分
館
や
郷
土
資
料
室
も

併
設
し
て
お
り
、次
期
計

画
に
て
検
討
す
る
。

市
長
　
稲
築
地
区
公
民
館

建
設
地
周
辺
の
一
体
的
開

発
を
進
め
、旧
稲
築
プ
ー
ル

・
稲
築
老
人
憩
の
家
・
稲
築

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地

は
分
譲
や
今
後
の
職
員
駐

車
場
整
備
も
視
野
に
検
討

す
る
。

質
　
個
別
見
直
し
計
画
を

進
め
て
７
年
が
経
過
し
た

が
、約
半
数
は
放
置
状
態

か
、解
体
予
定
を
維
持
へ

の
変
更
し
、財
政
負
担
軽

減
が
進
ん
で
い
な
い
。

課
長
　
進
捗
済
み
及
び
進

捗
予
定
施
設
は
15
施
設
で

達
成
率
は
目
標
の
50
％
だ
。

財
政
効
果
は
今
後
精
査
し

て
い
く
。

※

他
に
財
政
負
担
を
抑
制

し
た
工
業
団
地
整
備
と
雇

用
の
場
確
保
に
つ
い
て
質

問

質
　
新
年
度
で
、公
益
通

報
窓
口
設
置
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
が
趣
旨
は
。

課
長
　
国
が
求
め
て
い
る

よ
う
な
実
施
体
制
や
制
度

は
確
立
し
て
い
な
い
。再

発
防
止
検
討
委
員
会
か
ら

も
指
摘
さ
れ
た
が
、公
益

通
報
制
度
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
り
計
上
し
た
。

質
　
消
費
者
庁
の
、公
益

通
報
制
度
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
あ
る
。内
容
は
、法
令
を

遵
守
す
る
こ
と
で
住
民
の

信
頼
を
確
保
し
、社
会
経

済
の
健
全
な
発
展
を
期
す

趣
旨
だ
と
思
う
。

　
昨
年
、官
製
談
合
に
よ

り
職
員
が
逮
捕
さ
れ
た
。

事
前
に
違
法
性
を
、感
知

し
て
い
た
職
員
が
い
た
か

も
し
れ
な
い
。こ
の
制
度

が
確
立
し
て
い
た
な
ら
と

思
う
。

課
長
　
今
後
は
法
に
則
り
、

対
応
体
制
、従
事
者
の
選

任
要
領
な
ど
整
備
し
た
い
。

質
　
外
部
受
付
窓
口
は
ど

う
す
る
の
か
。

課
長
　
外
部
窓
口
と
し
て
、

弁
護
士
な
ど
に
委
託
す
る
。

相
談
業
務
も
受
け
付
け
て

も
ら
う
。

質
　
通
報
者
を
特
定
す
る

行
為
な
ど
の
、防
止
策
は
。

課
長
　
法
改
正
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。そ
れ
に
準

じ
た
い
。

質
　
市
に
見
合
っ
た
、制

度
設
計
を
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
嘉
麻
市
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
作
成
し
た
い
。

入
札
状
況

質
　
荒
廃
森
林
整
備
事
業

の
入
札
状
況
を
調
べ
た
。

長
年
同
一
業
者
が
落
札
し

て
い
る
が
見
解
は
。

課
長
　
落
札
業
者
が
同
じ

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、

不
正
を
行
っ
て
い
る
か
ど

う
か
判
断
で
き
な
い
。

質
　
除
草
業
務
委
託
入
札

の
参
考
資
料
が
あ
る
。令

和
２
年
度
か
ら
今
年
度
ま

で
落
札
業
者
以
外
は
全
て
、

税
抜
き
予
定
価
格
で
札
入

れ
し
て
い
る
。問
題
意
識

は
な
い
の
か
。

課
長
　
今
後
全
て
の
入
札

に
お
い
て
、誓
約
書
を
取

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

意
見
　
今
、嘉
麻
市
は
デ

リ
ケ
ー
ト
な
案
件
を
抱
え

て
い
る
。十
分
な
対
応
を

願
い
た
い
。

※

他
に
荒
廃
森
林
整
備
事

業
内
容
お
よ
び
不
動
産
等

の
寄
附
行
為
を
質
問
。

外部受付窓口はどうする

設置し弁護士などに
委託する

問

答

施設の削減計画が
進んでいない
進捗15施設50％の
達成率だ

問

答

学校体育館の空調施設
整備の取り組みは

調査研究を行う

問

答

田中　義幸　議員田中　義幸　議員

質
　
指
定
避
難
所
に
な
っ

て
い
る
学
校
施
設
数
は
。

課
長
　
10
校
。

質
　
10
校
の
体
育
館
の
空

調
設
備
の
現
状
は
。

課
長
　
空
調
設
備
が
整
備

さ
れ
て
い
る
の
は
、義
務

教
育
学
校
３
校
で
あ
る
。

質
　
残
り
７
校
の
体
育
館

が
未
整
備
で
あ
る
。国
の

２
０
２
４
年
度
補
正
予
算

で
、学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
整
備
を
行
う
自
治
体

へ
の
特
例
交
付
金
が
新
設

さ
れ
た
。そ
の
内
訳
は
、

①
事
業
経
費
の
２
分
の
１

を
補
助
す
る
。

②
４
０
０
万
円
か
ら
７
０

０
０
万
円
ま
で
の
補
助
単

価
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

③
断
熱
性
の
確
保
な
ど
の

柔
軟
な
整
備
が
可
能
で
あ

る
。

④
負
担
額
の
全
額
に
地
方

債
が
充
当
さ
れ
、市
の
負
担

が
実
質
、全
体
の
25
％
と
な

る
。

⑤
光
熱
費
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
普
通
交
付
税
制
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
。

　
学
校
体
育
館
は
、子
ど

も
の
教
育
の
場
で
あ
り
、災

害
時
に
は
、地
域
の
避
難
所

と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。今
回
の
有
利

な
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、

冷
暖
房
の
空
調
整
備
を
加

速
さ
せ
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

市
長
　
国
の
新
た
な
交
付

金
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、関
係
各
課
と
協
議

を
し
な
が
ら
、調
査
研
究

を
行
う
。

新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の

建
設

質
　
新
聞
報
道
を
見
た
市

民
か
ら
、不
安
の
声
を
聞
い

て
い
る
。

　
新
た
な
ご
み
処
理
施
設

建
設
の
凍
結
、も
し
く
は

供
用
開
始
が
遅
れ
る
場
合

の
嘉
麻
市
民
に
与
え
る
影

響
は
。

市
長
　
安
定
的
な
ご
み
の

処
理
を
行
う
上
で
不
安
が

残
り
、改
修
費
の
増
大
も

見
込
ま
れ
、嘉
麻
市
の
負

担
金
が
増
加
す
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

※

他
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
定
期
接
種
化
を

質
問

質
　
献
血
し
た
血
液
は
、

輸
血
に
使
わ
れ
る
な
ど
医

療
現
場
で
は
欠
か
せ
な
い
。

１
日
当
た
り
１
万
４
千
人

の
血
液
が
必
要
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
、年
間
を

通
し
て
継
続
的
な
献
血
推

進
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い

る
。献
血
可
能
な
対
象
者

は
。

課
長
　
本
市
で
は
、県
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
献

血
バ
ス
に
よ
る
４
０
０
㎖

献
血
の
み
実
施
し
て
お
り
、

男
性
は
17
歳
か
ら
69
歳
、女

性
は
18
歳
か
ら
69
歳
、と
も

に
体
重
50
㎏
以
上
が
対
象
。

質
　
献
血
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

課
長
　
身
近
に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、献
血

を
通
じ
て
人
命
を
助
け
、

社
会
貢
献
が
で
き
る
。

　
ま
た
、15
項
目
の
血
液

成
分
結
果
が
後
日
送
付
さ

れ
、自
身
の
健
康
管
理
に

役
立
つ
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

質
　
全
国
的
に
、10
代
か

ら
30
代
の
若
年
層
の
献
血

者
数
が
減
少
し
、献
血
離

れ
が
進
ん
で
い
る
状
況
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

課
長
　
少
子
化
の
影
響
に

よ
り
減
少
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。毎
年
開
催
し

て
い
る「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」に
お
い
て
、献
血
啓
発

の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
チ

ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
が
、

引
き
続
き
、関
心
や
理
解

を
深
め
る
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。

質
　
献
血
可
能
年
齢
に
な

る
前
か
ら
の
教
育
は
非
常
に

意
味
が
あ
る
。国
は
、小
中
学

生
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

献
血
を
理
解
す
る
た
め
の
テ

キ
ス
ト
な
ど
を
発
行
し
て
い

る
が
、中
学
生
に
向
け
て

の
献
血
教
育
の
考
え
は
。

参
事
　
命
を
救
う
社
会
貢

献
の
積
極
的
な
行
動
と
し

て
の
献
血
の
意
義
や
輸
血

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
教
育
は
、今
後
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

あ
く
ま
で
も
献
血
と
い
う

行
為
は
強
制
で
は
な
く
、

生
徒
の
自
主
性
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
視
点
を

持
ち
つ
つ
、中
学
校
段
階

で
献
血
の
知
識
を
学
ぶ
こ

と
は
大
切
と
考
え
て
い
る
。

※

他
に
学
び
合
い
の
学
習

を
質
問

中学生向けの献血教育を 

今後必要になってくると
考える

問

答

豊田　一元　議員豊田　一元　議員藤　伸一　議員藤　伸一　議員田上　孝樹　議員田上　孝樹　議員
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いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問

質
　
合
併
前
か
ら
保
有
す

る
公
共
施
設
の
管
理
が
財

政
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

個
別
施
設
見
直
し
計
画
で

30
施
設
を
用
途
廃
止
・
解

体
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

進
捗
状
況
は
。

課
長
　
山
田
い
こ
い
の
家

白
雲
荘
は
築
50
年
を
超
え

廃
止
・
解
体
と
し
つ
つ
も
、

利
用
状
況
や
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
事
業
か
ら
慎
重
に

検
討
す
る
。

　
稲
築
体
育
館
は
利
用
者

が
多
く
、社
会
体
育
施
設

全
般
の
運
営
業
務
の
一
部

を
担
っ
て
い
る
た
め
継
続

中
。施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
用
途
廃
止
に
向

け
て
調
整
す
る
。

　
嘉
穂
地
区
の
旧
小
学
校

は
解
体
計
画
を
進
め
て
お

り
、跡
地
利
活
用
を
地
元

と
協
議
す
る
。

　
旧
嘉
穂
プ
ー
ル
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
解
体
に
つ
い
て

は
令
和
７
年
度
ま
で
の
合

併
特
例
債
活
用
が
困
難
で

あ
り
、現
状
有
姿
で
の
売

却
を
検
討
す
る
。

　
山
野
運
動
公
園
内
野
球

場
は
都
市
公
園
と
し
て
活

用
。碓
井
と
嘉
穂
の
野
球

場
は
現
状
有
姿
で
売
却
。

碓
井
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
廃
止

球
場
の
代
替
え
と
し
て
維

持
し
て
い
き
た
い
。

　
山
田
武
道
館
は
売
却
し
、

山
田
弓
道
場
は
修
繕
し
て

維
持
す
る
。

　
山
田
市
民
セ
ン
タ
ー
は

避
難
所
指
定
に
加
え
、大

橋
分
館
や
郷
土
資
料
室
も

併
設
し
て
お
り
、次
期
計

画
に
て
検
討
す
る
。

市
長
　
稲
築
地
区
公
民
館

建
設
地
周
辺
の
一
体
的
開

発
を
進
め
、旧
稲
築
プ
ー
ル

・
稲
築
老
人
憩
の
家
・
稲
築

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地

は
分
譲
や
今
後
の
職
員
駐

車
場
整
備
も
視
野
に
検
討

す
る
。

質
　
個
別
見
直
し
計
画
を

進
め
て
７
年
が
経
過
し
た

が
、約
半
数
は
放
置
状
態

か
、解
体
予
定
を
維
持
へ

の
変
更
し
、財
政
負
担
軽

減
が
進
ん
で
い
な
い
。

課
長
　
進
捗
済
み
及
び
進

捗
予
定
施
設
は
15
施
設
で

達
成
率
は
目
標
の
50
％
だ
。

財
政
効
果
は
今
後
精
査
し

て
い
く
。

※

他
に
財
政
負
担
を
抑
制

し
た
工
業
団
地
整
備
と
雇

用
の
場
確
保
に
つ
い
て
質

問

質
　
新
年
度
で
、公
益
通

報
窓
口
設
置
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
が
趣
旨
は
。

課
長
　
国
が
求
め
て
い
る

よ
う
な
実
施
体
制
や
制
度

は
確
立
し
て
い
な
い
。再

発
防
止
検
討
委
員
会
か
ら

も
指
摘
さ
れ
た
が
、公
益

通
報
制
度
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
り
計
上
し
た
。

質
　
消
費
者
庁
の
、公
益

通
報
制
度
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
あ
る
。内
容
は
、法
令
を

遵
守
す
る
こ
と
で
住
民
の

信
頼
を
確
保
し
、社
会
経

済
の
健
全
な
発
展
を
期
す

趣
旨
だ
と
思
う
。

　
昨
年
、官
製
談
合
に
よ

り
職
員
が
逮
捕
さ
れ
た
。

事
前
に
違
法
性
を
、感
知

し
て
い
た
職
員
が
い
た
か

も
し
れ
な
い
。こ
の
制
度

が
確
立
し
て
い
た
な
ら
と

思
う
。

課
長
　
今
後
は
法
に
則
り
、

対
応
体
制
、従
事
者
の
選

任
要
領
な
ど
整
備
し
た
い
。

質
　
外
部
受
付
窓
口
は
ど

う
す
る
の
か
。

課
長
　
外
部
窓
口
と
し
て
、

弁
護
士
な
ど
に
委
託
す
る
。

相
談
業
務
も
受
け
付
け
て

も
ら
う
。

質
　
通
報
者
を
特
定
す
る

行
為
な
ど
の
、防
止
策
は
。

課
長
　
法
改
正
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。そ
れ
に
準

じ
た
い
。

質
　
市
に
見
合
っ
た
、制

度
設
計
を
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
嘉
麻
市
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
作
成
し
た
い
。

入
札
状
況

質
　
荒
廃
森
林
整
備
事
業

の
入
札
状
況
を
調
べ
た
。

長
年
同
一
業
者
が
落
札
し

て
い
る
が
見
解
は
。

課
長
　
落
札
業
者
が
同
じ

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、

不
正
を
行
っ
て
い
る
か
ど

う
か
判
断
で
き
な
い
。

質
　
除
草
業
務
委
託
入
札

の
参
考
資
料
が
あ
る
。令

和
２
年
度
か
ら
今
年
度
ま

で
落
札
業
者
以
外
は
全
て
、

税
抜
き
予
定
価
格
で
札
入

れ
し
て
い
る
。問
題
意
識

は
な
い
の
か
。

課
長
　
今
後
全
て
の
入
札

に
お
い
て
、誓
約
書
を
取

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

意
見
　
今
、嘉
麻
市
は
デ

リ
ケ
ー
ト
な
案
件
を
抱
え

て
い
る
。十
分
な
対
応
を

願
い
た
い
。

※

他
に
荒
廃
森
林
整
備
事

業
内
容
お
よ
び
不
動
産
等

の
寄
附
行
為
を
質
問
。

外部受付窓口はどうする

設置し弁護士などに
委託する

問

答

施設の削減計画が
進んでいない
進捗15施設50％の
達成率だ

問

答

学校体育館の空調施設
整備の取り組みは

調査研究を行う

問

答

田中　義幸　議員田中　義幸　議員

質
　
指
定
避
難
所
に
な
っ

て
い
る
学
校
施
設
数
は
。

課
長
　
10
校
。

質
　
10
校
の
体
育
館
の
空

調
設
備
の
現
状
は
。

課
長
　
空
調
設
備
が
整
備

さ
れ
て
い
る
の
は
、義
務

教
育
学
校
３
校
で
あ
る
。

質
　
残
り
７
校
の
体
育
館

が
未
整
備
で
あ
る
。国
の

２
０
２
４
年
度
補
正
予
算

で
、学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
整
備
を
行
う
自
治
体

へ
の
特
例
交
付
金
が
新
設

さ
れ
た
。そ
の
内
訳
は
、

①
事
業
経
費
の
２
分
の
１

を
補
助
す
る
。

②
４
０
０
万
円
か
ら
７
０

０
０
万
円
ま
で
の
補
助
単

価
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

③
断
熱
性
の
確
保
な
ど
の

柔
軟
な
整
備
が
可
能
で
あ

る
。

④
負
担
額
の
全
額
に
地
方

債
が
充
当
さ
れ
、市
の
負
担

が
実
質
、全
体
の
25
％
と
な

る
。

⑤
光
熱
費
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
普
通
交
付
税
制
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
。

　
学
校
体
育
館
は
、子
ど

も
の
教
育
の
場
で
あ
り
、災

害
時
に
は
、地
域
の
避
難
所

と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。今
回
の
有
利

な
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、

冷
暖
房
の
空
調
整
備
を
加

速
さ
せ
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

市
長
　
国
の
新
た
な
交
付

金
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、関
係
各
課
と
協
議

を
し
な
が
ら
、調
査
研
究

を
行
う
。

新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の

建
設

質
　
新
聞
報
道
を
見
た
市

民
か
ら
、不
安
の
声
を
聞
い

て
い
る
。

　
新
た
な
ご
み
処
理
施
設

建
設
の
凍
結
、も
し
く
は

供
用
開
始
が
遅
れ
る
場
合

の
嘉
麻
市
民
に
与
え
る
影

響
は
。

市
長
　
安
定
的
な
ご
み
の

処
理
を
行
う
上
で
不
安
が

残
り
、改
修
費
の
増
大
も

見
込
ま
れ
、嘉
麻
市
の
負

担
金
が
増
加
す
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

※

他
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
定
期
接
種
化
を

質
問

質
　
献
血
し
た
血
液
は
、

輸
血
に
使
わ
れ
る
な
ど
医

療
現
場
で
は
欠
か
せ
な
い
。

１
日
当
た
り
１
万
４
千
人

の
血
液
が
必
要
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
、年
間
を

通
し
て
継
続
的
な
献
血
推

進
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い

る
。献
血
可
能
な
対
象
者

は
。

課
長
　
本
市
で
は
、県
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
献

血
バ
ス
に
よ
る
４
０
０
㎖

献
血
の
み
実
施
し
て
お
り
、

男
性
は
17
歳
か
ら
69
歳
、女

性
は
18
歳
か
ら
69
歳
、と
も

に
体
重
50
㎏
以
上
が
対
象
。

質
　
献
血
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

課
長
　
身
近
に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、献
血

を
通
じ
て
人
命
を
助
け
、

社
会
貢
献
が
で
き
る
。

　
ま
た
、15
項
目
の
血
液

成
分
結
果
が
後
日
送
付
さ

れ
、自
身
の
健
康
管
理
に

役
立
つ
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

質
　
全
国
的
に
、10
代
か

ら
30
代
の
若
年
層
の
献
血

者
数
が
減
少
し
、献
血
離

れ
が
進
ん
で
い
る
状
況
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

課
長
　
少
子
化
の
影
響
に

よ
り
減
少
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。毎
年
開
催
し

て
い
る「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」に
お
い
て
、献
血
啓
発

の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
チ

ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
が
、

引
き
続
き
、関
心
や
理
解

を
深
め
る
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。

質
　
献
血
可
能
年
齢
に
な

る
前
か
ら
の
教
育
は
非
常
に

意
味
が
あ
る
。国
は
、小
中
学

生
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

献
血
を
理
解
す
る
た
め
の
テ

キ
ス
ト
な
ど
を
発
行
し
て
い

る
が
、中
学
生
に
向
け
て

の
献
血
教
育
の
考
え
は
。

参
事
　
命
を
救
う
社
会
貢

献
の
積
極
的
な
行
動
と
し

て
の
献
血
の
意
義
や
輸
血

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
教
育
は
、今
後
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

あ
く
ま
で
も
献
血
と
い
う

行
為
は
強
制
で
は
な
く
、

生
徒
の
自
主
性
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
視
点
を

持
ち
つ
つ
、中
学
校
段
階

で
献
血
の
知
識
を
学
ぶ
こ

と
は
大
切
と
考
え
て
い
る
。

※
他
に
学
び
合
い
の
学
習

を
質
問

中学生向けの献血教育を 

今後必要になってくると
考える

問

答

豊田　一元　議員豊田　一元　議員藤　伸一　議員藤　伸一　議員田上　孝樹　議員田上　孝樹　議員
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